
　

写真＝第6回アワードのようす

新潟SDGsアワード第 7回

新潟県内での企業、団体、個人によるSDGs関連の優れた取り組みを
表彰する第7回「新潟SDGsアワード」を開催します。
新潟県内でSDGsに積極的に取り組んでいる皆さま、自薦・他薦を問
いません。ぜひ奮ってご応募ください。

新潟県内でSDGsに対する理解や取り組みが深まり、経済・社会・環境に好循環が生まれることを⽬指して
SDGsにいがたが2021年より実施しています。
これまで過去5回で企業や団体、学校などによる計50件の取り組みを表彰し、受賞者の励みになるとともに、新潟
県内はもとより全国のSDGsに取り組む企業、団体、個人、自治体からも参考事例として注⽬されています。

＜過去の大賞＞

第1回／２件
◆食品ロス削減、留学⽣を支援〜アクシアルリテイリング（長岡市）グループ  「原信・ナルス」
◆地元の食材を使った商品を開発・販売～荒川中学校３年⽣×あらかわ地区まちづくり協議会（村上市）

第2回／２件
◆アフリカ向け開発のコメを栽培、ザンビア孤児を支援～佐渡総合高校（佐渡市）
◆「ＥＳＧ経営宣言」を制定～⼀正蒲鉾（新潟市東区）

第3回／１件
◆粟島の大豆⽣産を応援〜カルビー（東京）

第4回／１件
◆女性が働く環境の整備〜皆川製作所（加茂市）

第5回／１件
◆マルチワークによる移住者の定着率アップ〜NPO法人はねうまネットワーク・妙高はねうま複業協同組合（妙高市）

第6回／１件
◆フードリサイクル事業部の取り組み（食品廃棄物を畜産飼料として活用）〜株式会社ナカショク（新発⽥市）

「新潟SDGsアワード」とは？

2026年
12月11日
（必着）

締め切り

詳しい応募要項については裏⾯をご覧ください。

（応募・問い合わせ）

取り組み募集取り組み募集取り組み募集取り組み募集

知恵と⾏動で新潟から未来を拓く知恵と⾏動で新潟から未来を拓く知恵と⾏動で新潟から未来を拓く知恵と⾏動で新潟から未来を拓く

一般社団法人 地域創⽣プラットフォームSDGsにいがた
〒950-8535 新潟市中央区万代3丁目1番1号（新潟日報社 総合プロデュース室）
TEL：025-385-7473（平日10：00〜17：00） メール：sdgs@niigata-nippo.co.jp

■主催



「SDGsにいがた」とは？
新潟県内の産・官・学によるSDGsの達成に向けたあらゆる活動を支援・推進する地域創生プラットフォームを構築・運営することで、
新潟県内のSDGsの理念実現に貢献します。
2020年4月に準備会設立、2022年7月に一般社団法人化。
代表理事：花角英世新潟県知事　社員：新潟県、㈱新潟日報社、㈱新潟博報堂、㈱第四北越銀行

会員：243法人・団体・個人（2026年3月末現在）

■主催

2026年12月11⽇（金）必着

2027年2月18⽇（⽊）新潟⽇報メディアシップ2階 ⽇報ホールで開催。

表彰状と副賞を授与。副賞にはSDGsの観点から障がい者の絵画等を検討。

受賞者には個別に連絡するほか、「SDGsにいがた」WEBサイトに結果を掲載。

大賞は部門を問わず、極めて顕著な成果があったと認められる取り組みに贈られます。

経済部門、社会部門、環境部門の3部門それぞれに優秀賞、奨励賞を選定します。
特筆すべき功績と成果には「食の新潟国際賞財団特別賞」が贈られます。

（１）新潟県内でSDGsの理念に沿う活動を行っている企業・団体・個人。
（２）対象となる取り組みは、１企業・団体・個人につき１件までとします。

（３）対象となる企業・団体・個人が、暴力団員または、暴力団員と密接な関係を有するものであったり、反社会的な活動に

　　　参加していたりする場合は応募できません。

（４）自薦・他薦を問いません。

（５）過去の新潟SDGsアワードにて、大賞・優秀賞・奨励賞・食の新潟国際賞財団特別賞のいずれかを受賞したものと同じ
　  取り組みについては、応募できません。ただし、同じ取り組みでも、より深化した取り組みについては、応募可能です。

一般社団法人SDGsにいがたのメールアドレス sdgs@niigata-nippo.co.jp 宛てに、応募用紙と必要資料を提出し
てく ださい。応募用紙はPDF等に変換せず、エクセルのままメールに添付してください。応募用紙はSDGsにい
がた公式サイトからダウンロードしてください。

公式サイト ▶ https://sdgs-niigata.net/

一般社団法人　地域創生プラットフォームSDGsにいがた
〒950-8535 新潟市中央区万代3丁目1番1号（新潟日報社 総合プロデュース室）
TEL：025-385-7473（平日10：00〜17：00） メール：sdgs@niigata-nippo.co.jp　

（応募・問い合わせ）

応募用紙はSDGsにいがた公式サイトから
ダウンロードしてください

https://sdgs-niigata.net/
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応募方法
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表彰記念品

選考結果の発表
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